
５． 交流（ふれあう）


交流（ふれあう） ービス

の整備

交流

通所サ

移動支援

生活環境

情報・コミュニケーション支援

【施策の方向】

人や自然と交わることは、日々の暮らしにうるおいをもたらし、明日への

活力に繋がる。障害者（児）が、地域の中で充実した日常生活を送れるよう、

個別のニーズや希望に応じた日中の活動の場の充実が求められる。

また、一人で外出することが難しい障害者（児）の個別ニーズに対応した

移動手段の確保や障害者（児）が安心して街を歩き、また公共機関を利用す

るための、歩道の整備やバリアフリー化のいっそうの推進が必要である。

さらに、コミュニケーションに障害を有する方への情報提供やコミュニケ

ーション支援の強化も必要であり、区民と一緒のふれあいの中で、相互の理

解を促進する機会を確保していくことも求められる。

このため、

○ 	障害者が日中活動する場を確保するための、通所施設やデイサービ

スの整備

○ 	介護保険の第二号被保険者等を主な対象とした、高齢者福祉施設等

の既存資源の有効活用による新たな障害者サービスメニューの開発を

検討

 ○	 一人で外出することが難しい障害者（児）等の移動困難者が個別の

ニーズに応じた移動手段を選択することを可能とする個別輸送の仕組
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みの確立

○ 	手話通訳や点字など従来のコミュニケーション支援に加えて、イン

ターネットや文書読み上げシステム等の情報機器を活用した新たなコ

ミュニケーション支援のあり方の検討

○ 	駅、公共施設及び商業施設の周辺などにおける、歩道段差の解消、

視覚障害者誘導ブロックの整備、放置自転車対策などの促進による区

民が安全に移動できる環境の整備

○ 障害のある人もない人も一緒に楽しみ交流できるスポーツ大会など

の行事による相互の理解の促進

などに取り組む。
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事 業 番 号 ５１０１  

事 業 名 所 管 課


障害者通所施設の整備 
 在宅サービス部計画・整備担当課 

事 業 の 方 針 等

一般就労が困難な身体障害者や知的障害者が､地域の中で充実した生活を送ることができるよう､通所による作業や訓練等

日中活動を行う場を整備し､いきがいや社会参加の機会を確保する｡

通所を希望する養護学校卒業者等の待機者が出ないよう､ 障害の種別や程度に配慮しつつ､多様な手法での整備を推進す

る｡  

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度

実 施 実 施 予 定

身体障害者通所施設 身体障害者通所施設 

・経堂身体障害者デイサービスセ・経堂身体障害者デイサービスセン

ンター 建設工事 ター開設 

知的障害者授産施設 

・新たに活動場所を２ か所整備 

・新設または改修工事地検討、基本・

実施設計 

知的障害者更生施設 

・新設または改修工事地検討 

新たな事業体系における施設整備

のあり方を検討し、障害者施設整備

計画を策定 

平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

取 り 組 み目 標

知的障害者授産施設 方針に沿った整備の促進 

・新設または改修工事 

知的障害者更生施設 

・基本・実施設計、新設または改修工

事 

障害者施設整備計画に基づく整備

の推進 

事 業 番 号 ５１０２  

事 業 名 所 管 課


障害者デイサービスの基盤整備・運営支援 
 在宅サービス部在宅サービス課 

事 業 の 方 針 等

在宅の障害者（児）に社会参加や交流の場を提供し、創作的活動や機能訓練、給食等のデイサービスを実施するため、基

盤整備を行い、障害者の地域生活の充実を図る。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

区立委託施設 区立委託施設 ・障害者自立支援法におけるデイサービスの円滑な実施と

身体障害者デイ 2 か所 障害者デイ 3 か所 デイサービスを円滑に実施サービス基盤の確保

知的障害者デイ 2 か所 （自立支援法により 4 月から知 するための基盤整備 

児童デイ 1 か所 的・身障が統合予定、10 月か・精神障害者への対応

ら精神も統合予定） 

法人支援補助 児童デイ 1 か所 

身体障害者デイ 2 か所

法人支援補助

※併設型知的デイ新規開設１ 障害者デイ 3 か所

か所（再掲）
 児童デイ 1 か所 

※障害者自立支援法への円※新規開設１か所、機能転換

滑な移行準備
 １ か所（再掲） 

※障害者自立支援法への円

滑な移行

※サービスの質の向上、事業

者の参入促進の観点から補

助金の見直しを実施 
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事 業 番 号 ５１０３  

事 業 名 所 管 課


通所施設運営の改善充実
 在宅サービス部施設サービス課 

事 業 の 方 針 等

施設の法内化、区直営施設の民営化を進め、障害者福祉の向上と運営の柔軟性を図り、障害の重度化､高齢化により大きく

変化してきている通所施設利用者のニーズに対応していく。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

直営施設の運営委託の実施 ・梅丘福祉実習ホームのデイ直営施設の運営委託 継続 

・ 九品仏生活実習所 サービス化 ・ 世田谷福祉作業所 

・ 玉川福祉作業所 ・ 烏山福祉作業所 

施設の機能転換準備及び直

営施設の運営委託に伴う準備

・梅丘福祉実習ホームのデイ

サービス化及び受託事業所

による並行運営

・指定管理者制度の導入 

事 業 番 号 ５１０４ 

事 業 名 所 管 課


通所事業に対する助成の充実 
 在宅サービス部施設サービス課 

事 業 の 方 針 等

社会福祉法人等が実施する通所事業に対し､その経費の一部を助成することにより､ 事業の円滑な運営を図る｡ 

助成団体の拡大を図るとともに､運営費の助成の充実を図り､安定した運営の支援を行う｡ 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施実 施 予 定取 り 組 み目 標

助成対象団体   ８  団体 助成対象団体   ８  団体 助成対象団体   ８  団体 障害児タイムケア事業への転

換 
障害児タイムケア事業の導入障害児タイムケア事業への転障害児タイムケア事業への転

（希望丘デイ） 換 換 
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事 業 番 号 ５２０１ 

事 業 名 所 管 課


安心できる移動環境の整備 
 保健福祉部保健福祉活動推進課 

在宅サービス部計画・整備担当課 

事 業 の 方 針 等

高齢者、障害者等の移動困難者が安心して移動できる環境を整備するため、世田谷区版 ST S（高齢者や障害者のための個

別輸送システム）を構築する。その実施あたっては、民間事業者の活力を充分に活かし、輸送供給量の増加を目指す。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施実 施 予 定取 り 組 み目 標

ＮＰＯ 等と民間事業者を活用した個１７年度のニーズ調査等の分 これまでの実施状況を踏まえ

別輸送機関(ＳＴＳ) の確立を図るため析により、ＮＰＯ 等と民間事業

１８年度の実証実験・試行の
ながら、ＳＴＳの構築を目指

の庁内検討を重ねる。また、移動に者との連携による、ＳＴＳ 実証

効果検証の基づき、ＮＰＯ 等
す。 

関するニーズ調査と事業者等の参入実験・試行を行う。 

と民間事業者との連携によ

る、ＳＴＳの構築に取り組む。 
意向調査を行う。

民間活力を活用したインターネット民間活力を活用したインターネット民間活力を活用したインターネットＮＰ Ｏ等による自主運営を目指

版区内バリアフリーマップの作成 す。版区内バリアフリーマップの展開 版区内バリアフリーマップの展開 

事 業 番 号 ５２０２  

事 業 名 所 管 課


福祉タクシー券の交付及び自動車燃料費助成 
 在宅サービス部在宅サービス課 

保健福祉センター保健福祉課 

事 業 の 方 針 等

歩行困難な障害者に対し､福祉タクシー利用券の交付又は自家用自動車燃料費の一部助成を行うことにより､生活の利便と

社会参加の促進を図る。

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

福祉タクシー券予定交付者数福祉タクシー券予定交付者数・対象者の見直し（ 所得制限・年齢制ＳＴＳとの整合性を図る。 

８,２７８人 ８,２０８人 限・経過措置対象の難病医療券所

燃料費助成予定受給者数 燃料費助成予定受給者数 持者で住民税非課税者）

２,５９１人 ２,６０９人 ・ＳＴＳ との整合性を図る。 

・福祉タクシー券事業についてはタ

クシー契約事業者に対する事務手

数料の見直し
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事 業 番 号 ５２０３  

事 業 名 所 管 課


リフト付きタクシーの運行 
 在宅サービス部在宅サービス課 

事 業 の 方 針 等

常時車いすを利用しているか、ねたきりの障害者及び高齢者が､車いすや寝台のまま乗れるタクシーを運行することにより、

社会生活の利便を図る。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

車椅子対応利用件数 車椅子対応利用件数 新たな事業者の参入を促し、利用可新たな事業者の参入を促し、利用可

７,５６０件 ７,５６０件 能な車両数の拡大を図る。 能な車両数の拡大を図る。

寝台優先利用件数 寝台優先利用件数 

６２３件 ６２３件

事 業 番 号 ５２０４  

事 業 名 所 管 課


自動車運転免許取得･改造費の助成 
 在宅サービス部在宅サービス課 

保健福祉センター保健福祉課 

事 業 の 方 針 等

身体障害者の自動車運転免許の取得費を助成し、または自動車の改造に要する経費を助成することにより、障害者の生活

圏の拡大及び社会復帰の促進を図る。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

免許取得助成 １１ 人 免許取得助成 １２ 人 当事業の周知の徹底等により、障害障害者の社会参加の更なる促

者の社会参加の更なる促進を図る。 進を図る。 

改造費助成 １３ 台 改造費助成 １２ 台
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事 業 番 号 ５２０５ 

事 業 名 所 管 課


バス交通サービスの充実
 都市整備部交通企画課

事 業 の 方 針 等

公共交通不便地域の解消とバス交通ネットワークの充実に向け､事業者等への働きかけによる路線の新設・拡充に取り組む

とともに､車両の低床化やバス停環境の整備等による良好なバス交通サービスの充実を促進し､高齢者や障害者等移動制約

者の移動利便性の向上を目指す｡

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目	 標

・ 区内最大の公共交通不便地域と・ 公共交通不便地域の解消や南北・公共交通不便地域の解消や南北・ 公共交通不便地域の解消や南北

なっている祖師谷・成城地域にお 交通の充実を目指し、新たなバス 交通の充実を促進する。 交通の充実を促進する。

いて、ミニバスによる循環路線の 路線の運行を開始する。
 ・ 快適なバス停環境の整備を促進・ 快適なバス停環境の整備を促進

本格運行を開始する。 ・ 引き続きバス停にベンチを設置 する。 する。

・	 一定の条件を満たす区道上のバ し、快適なバス停環境の整備を進

ス停にベンチを設置し快適なバ める。

ス停環境の整備を進める。

事 業 番 号 ５２０６  

事 業 名 所 管 課


福祉施設等の送迎バスのネットワーク運行の充実 
 在宅サービス部施設サービス課 

事 業 の 方 針 等

公共交通機関の利用が困難な障害者等の福祉施設利用を促進するため､送迎バスのネットワーク運行を行う｡ 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平	 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

送迎対象施設 福祉施設によるバス自主 福祉施設によるバス自主 ネットワークバスと福祉施設

14 施設 運行の導入 運行の拡大 によるバス自主運行を並行し、

リフト付きバス 効率的な送迎を行う。 

 ２１  台

リフト付きワゴン車 

  ７  台

 86




事 業 番 号 ５３０１  

事 業 名 所 管 課


人にやさしいまちづくりの推進 
 都市整備部街づくり推進課

事 業 の 方 針 等

高齢者や障害者をはじめ、すべての区民にとって安心して快適に暮らせるまちづくりを推進するため、福祉のい 

え・まち推進条例及び福祉的環境整備推進計画に基づき、不特定又は多数の人が利用する建築物等のバリアフリー 

化を促進する。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

福祉のいえ・まち推進条例の 改正した福祉のいえ・まち推 改正福祉のいえ・まち推進条 区内の建築物、道路公園な

見直しで、ハートビル法に基づ進条例の普及啓発を進め、総例の成果を検証し、評価してど、公共的施設のバリアフリー

くバリアフリー整備の義務化条じて人にやさしいまちづくり、ユいく。 化が、確実に推進されていく。

例策定を目指す。さらに、従来ニバーサルデザインのまちづく

の施行規則整備基準をも上記りの考え方の普及を推進する。

により見直し、また、施設整備

マニュアルの全面改訂をし、民

間､公共を含めたバリアフリー

整備指導のしくみを確実な方

向へ更新する。 

届出に基づく指導 

200 件

事 業 番 号 ５３０２ 

事 業 名 所 管 課


福祉的環境整備推進地区の整備
 都市整備部街づくり推進課

道路整備部土木調整課

総合支所街づくり部街づくり課

事 業 の 方 針 等

人にやさしいまちづくりを推進するため、区民や事業者等と連携・協働して、各地域の特性を活かした推進地区

の整備を進める。

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

店舗等の出入口のバリアフリ 各総合支所の福祉的環境整ハートビル法と改正予定を含道路と公共的施設等の面的エ

ー整備助成の推進 １０件。 備推進地区の活性化と推進地めた交通バリアフリー法との融リアの連続したバリアフリーの

福祉的環境整備推進地区の区外の地区との関係性の明確合が予定されている中で当区推進。区民の目線に立った、

活性。 化。 の課題を抽出し、適切に改善ユニバーサルデザイン

店舗等の出入口のバリアフリしていく。 のまちづくりの推進。

ー改善助成の普及。
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事 業 番 号 ５３０３  

事 業 名 所 管 課

地域をつなぐ自転車交通の仕組みづくり 道路整備部土木調整課 

総合支所街づくり部土木課

事 業 の 方 針 等

自転車駐輪対策として、自転車駐車場を整備し自転車利用を促進するとともに、駅周辺等の区域を必要に応じて「放置禁止

区域」に指定し、放置禁止指定区域内に放置された自転車等の撤去を行い、高齢者や障害者等の交通安全を確保する。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

・区立自転車等駐車場 ・区立自転車等駐車場 ・区立自転車等駐車場 ・各駅における自転車の乗入

３か所新設 １か所新設 １か所建設 れ台数を充足する駐輪場の

１か所用地取得 整備 

・候補地選定 ・候補地選定

・平成 19 年度目標 

  区立 58  か所

  民間 20  か所

事 業 番 号 ５３０４  

事 業 名 所 管 課


安全な歩道づくり（バリアフリー整備） 
 道路整備部土木調整課 

総合支所街づくり部土木課

事 業 の 方 針 等

高齢者や障害者をはじめとするすべての人々が安心して快適に歩ける歩行空間を確保するため、 

福祉のいえ・まち推進条例施設整備マニュアルに基づき、歩道や交差点等の改善を促進する。 

公共公益施設周辺やこれらの施設へのルート等で改善効果の高い場所から順次、歩道段差の解消や視覚障害者誘導 

ブロックの整備を行う。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

歩道段差解消 26 か所 歩道段差解消 26 か所 歩道段差解消 26 か所 歩道段差解消 ７８ か所

視覚障害者誘導ブロック改善37 か所視覚障害者誘導ブロック改善３３ か所視覚障害者誘導ブロック改善33 か所視覚障害者誘導ブロック改善 

１０３か所
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事 業 番 号 ５３０５  

事 業 名 所 管 課


歩道の整備・安全な歩道づくり（歩道整備）
 道路整備部土木調整課 

総合支所街づくり部土木課

事 業 の 方 針 等

高齢者や障害者をはじめとする全ての人々が安心して歩ける歩行者空間を確保するため､歩車道の分離を進め､安全で快

適な歩道の整備を促進する｡ 福祉のいえ･まち推進条例施設整備マニュアルに基づき､歩道と車道の分離を行い歩道幅員の

確保を図る。

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

歩道新設 200ｍ 歩道新設 886ｍ 歩道新設 300ｍ 歩道新設 450ｍ 

100ｍ 410ｍ 310ｍ 820ｍ 

歩道改良 1,361ｍ 歩道改良 1,424ｍ 歩道改良 1,210ｍ 歩道改良 2,270ｍ 

1,500ｍ 750ｍ 1,210ｍ 3,460ｍ 

（  延べ延長）  （  延べ延長）  （  延べ延長）  （ 延べ延長）

事 業 番 号 ５３０６  

事 業 名 所 管 課


道路不法占用対策の強化
 道路整備部土木管理課 

総合支所街づくり部土木課

事 業 の 方 針 等

高齢者や障害者をはじめとするすべての人々が安心で快適な歩行が出来るように、突出商品、自動販売機､ステ看等の不

法占用物の除去に努め､道路の不正使用を是正し､維持管理を行う。 


平 成 １ ７ 年 度

実 施

不法占用の立て看板や張りはり紙の

撤去（道路・委託監察）

委託 20,000 枚

道路監察 120,000 枚

区民等の協力による違反広告物除却

協力員制度 

協力員 46 グループ(500 人）／ 年

除却数 60,000 枚

はみ出し物品対策（区・警察・

商店街）及び現地指導を随時

実施 

関係機関及び区民団体との共同除却

を１０月に実施

平成１７年１０月より東京都屋外広告

物条例の改正に伴い、違反広告物の

公告を実施 

平 成 １ ８ 年 度

実 施 予 定

不法占用の立て看板や張り紙等の撤

去（道路・委託監察）

委託 15,000 枚

道路監察 100,000 枚

区民等の協力による違反広告物除却

協力員制度 

協力員 45 グループ／ 年

除却数 50,000 枚

はみ出し物品対策（区・警察・

商店街）及び現地指導を随時

実施 

関係機関及び区民団体との共同除却

を１０月に実施

違反広告物の公告を実施する

商店に対し、広告旗対策を実施する

平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度

取 り 組 み

不法占用の立て看板や張り紙等の撤

去（道路・委託監察）

委託 12,000 枚/年 

道路監察 100,000 枚/ 年

区民等の協力による違反広告物除却

協力員制度 

協力員 45 グループ／ 年

除却数 40,000 枚/年 

はみ出し物品対策（区・警察・

商店街）及び現地指導を随時

実施 

関係機関及び区民団体との共同除却

を１０月に実施

違反広告物の公告を実施する

商店に対し、広告旗対策を実施する

平 成 ２ １ 年 度

目 標

不法占用の立て看板や張り紙等の撤

去（道路・委託監察）

委託 10,000 枚/年 

道路監察 80,000 枚/年 

区民等の協力による違反広告物除却

協力員制度 

協力員 45 グループ／ 年

除却数 35,000 枚/年 

はみ出し物品対策（区・警察・

商店街）及び現地指導を随時

実施 

関係機関及び区民団体との共同除却

を１０月に実施

違反広告物の公告を実施する

商店に対し、広告旗対策を実施する
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事 業 番 号 ５３０７  

事 業 名 所 管 課


駅舎のエレベーター等整備の促進 
 都市整備部交通企画課 

事 業 の 方 針 等

福祉のいえ・まち推進条例等に基づき､高齢者や障害者などを含めたすべての人が安心して快適に利用できる駅とするた

め､鉄道事業者がエレベーター等の垂直移動施設等を整備し､駅舎のバリアフリー化を進めるよう誘導する｡ 

区としては、駅エレベーター等整備を促進するため、鉄道事業者に対して補助金を交付している。

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

補助事業 補助事業 補助事業 他 区内41 駅中 35 駅が介助者

京王電鉄井の頭線 京王電鉄京王線 3 駅のバリアフリー化 なしで円滑に移動できるよう、

 池ノ上駅 代田橋駅 駅舎をバリアフリー化する。

エレベーター３ 基 エレベーター３ 基 

上北沢駅 

エレベーター2基 


事 業 番 号 ５３０８  

事 業 名 所 管 課


総合交通計画の策定
 都市整備部交通企画課 

事 業 の 方 針 等

交通ネットワークの体系的な整備を促進するために､世田谷区の特性を踏まえた総合的な交通計画を策定する。 

策定に当たっては、高齢者や障害者等の自立した日常生活及び社会生活の促進や環境問題に対する市民意識の変化等､ 

様々な社会的要請に対応する交通施策として、区民交通の視点から有機的な関連付けを行う｡ 

またＴＤＭ( 交通需要マネジメント)等の新たな価値観に基づく施策に対応した､交通計画づくりを検討する。

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

引き続き、交通まちづくり基本引き続き、交通まちづくり基本交通まちづくり基本計画の見 平成 19 年度に見直した交通

計画の進行管理を行う。 計画の進行管理を行うととも直しを行うとともに、進行管理まちづくり基本計画の基本目

に、（仮称）総合交通計画策定を行う。 標、施策目標の実現。

検討会において、19 年度の見

直しに向けて、検討を行う。
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事 業 番 号 ５４０１  

事 業 名 所 管 課


手話通訳者等の養成
 在宅サービス部在宅サービス課 

事 業 の 方 針 等

聴覚障害者のコミュニケーションを援助し､聴覚障害への理解を深めるとともに､ 手話通訳者等の養成を図るため、手話講習

会・要約筆記講習会を開催。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

【手話講習会】 【手話講習会】 手話講習会・要約筆記講習会ともに、聴覚障害に対する理解を深め

初級クラスを 1 クラス減らし、入門コ入門コースのあり方検討 あり方・進め方を含めて、評価検討をるとともに、手話通訳者や要約

ース4 クラスを設置する。 入門コース 4 クラス 行い、継続実施。 筆記者の底辺を広げる、底上

定員50人 初級コース 2 クラス げを図ることにより、聴覚障害

全1 0回／ 約3ヶ月間 中級コース 2 クラス 者のコミュニケーションの活性

入門コース 4 クラス 専門コース 2 クラス 化を行う。 

初級コース 2 クラス
 【要約筆記講習会の開催】

中級コース 2 クラス
 講習会の評価 検討 

専門コース 2 クラス

【要約筆記講習会の開催】

  定員25人

  全12  回／  年

事 業 番 号 ５４０２  

事 業 名 所 管 課


手話通訳者派遣 
 在宅サービス部在宅サービス課 

事 業 の 方 針 等

聴覚障害者が外出等で手話通訳を必要とする場合に、手話通訳者を派遣することにより、日常生活の支援と社会参加を促

進する。また区が行う事業に対して手話通訳者を派遣し、聴覚障害者の参加を促進するとともに、区役所に手話通訳者の待

機日を設けることで、区役所への届出等の利便を図る。

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

手話通訳者 手話通訳者 ・障害者自立支援法における事業実聴覚障害者のコミュニケーショ

・登録（認定）者数 ８３ 人 ・登録（認定）者数 ９０ 人 施 ンの確保 

・利用登録者 １２４人 ・利用登録者 １３０人 ・手話が有効でない障害者への対応

・派遣人数 ５５５人 ・派遣人数 ６２０人 （ 要約筆記）検討派遣 

・派遣回数 ４９０回 ・派遣回数 ５４０回

・派遣時間 ８８０時間 ・派遣時間 １,０００ 時間 
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事 業 番 号 ５４０３  

事 業 名 所 管 課


公用文書の点訳の促進 
 保健福祉部保健福祉活動推進課 

事 業 の 方 針 等

視覚障害者に対し、点訳したものを提供し、情報収集について支援する。各部課に対し、視覚障害者に情報格差が生じな

いよう、利用を促進する。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２  １  年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施実 施 予 定取 り 組 み目 標

会議資料等について点字文会議資料等について点字文会議資料等について点字文点字文書の利用の促進

書を作成。 書を作成。 書を作成。 

事 業 番 号 ５４０４  

事 業 名 所 管 課


障害者情報バリアフリー促進事業 
 在宅サービス部在宅サービス課 

在宅サービス部施設サービス課 

事 業 の 方 針 等

知的障害者･身体障害者が容易に使用できる情報機器（障害者用ソフト対応パソコン、点字プリンタなど）を障害者関係施

設に配置し、これらを活用して在宅障害者の情報バリアフリーを促進する｡ 

（障害児、精神障害者については都が実施） 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２  １  年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施実 施 予 定取 り 組 み目 標

障害者情報機器利用事業の障害者情報機器利用事業の障害者情報機器利用事業の障害者情報機器の一層の有

継続 継続 継続 効利用 

視覚障害者パソコン講習 視覚障害者パソコン講習 視覚障害者パソコン講習 

視覚障害者の情報バリアフリ視覚障害者の情報バリアフリ

ーのため、ひまわり荘にて実ーのため、ひまわり荘にて実

施 施 

総合福祉センターにて視覚障

害者ＩＴ事業の実施 
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事 業 番 号 ５４０５  

事 業 名 所 管 課


福祉電話使用料助成 
 在宅サービス部在宅サービス課 

保健福祉センター保健福祉課 

事 業 の 方 針 等

在宅の低所得障害者世帯に対し､固定電話の使用料の一部を助成することにより､ 日常生活の利便を図る｡ 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

対象世帯 564 台 対象世帯 572 台 ニーズに対応した事業手法の見直し安定した障害者のコミュニケー

助成件数 助成件数 ション確保 

・基本電話使用料 ・基本電話使用料 

2,256 件
 2,000 件

・FAX ・フラッシュベル使用料

36 件 助成額及び対象者の見直しを検討。

・付加機器使用料 

16 件 

事 業 番 号 ５４０６  

事 業 名 所 管 課


声の広報・点字広報の発行
 政策経営部広報広聴課 

事 業 の 方 針 等

視覚障害者に対し、区政や区内の様々な情報を掲載している区の広報紙の内容を、カセットテープ版や点字版により提供

する。また、インターネットホームページでも提供する｡ 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施実 施 予 定取 り 組 み目 標

声の広報 引き続き、声と点字での広報引き続き、声と点字での広報声の広報 
活動をすすめていく。 活動をすすめていく。 


1 回約 155  本 

・ 月 3 回、 ・ 月 3 回、 

インターネットホームページでの情インターネットホームページでの情

報提供 
1 回約 155  本

報提供(年 35 回 5,600 本） (年 35 回 5,600 本） 

点字広報 点字広報 

・ 月 3 回、 ・ 月 3 回、 

1 回約 8  5 部 
 1 回約 8  5 部 

(年 35 回 3,150 部) 
 (年 35 回 3,150 部) 

インターネットホームページでの情インターネットホームページでの情
報提供 報提供 
・音声読み上げに配慮したページ

作りのため、ホームページ指針の

作成 
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事 業 番 号 ５４０７ 

事 業 名 所 管 課


カラーバリアフリー化の促進
 政策経営部広報広聴課 

事 業 の 方 針 等

色覚障害者に対し、区が発信している区政や区内の様々な情報を、色情報に依存したり色の組み合わせで情報の伝達が

困難にならないよう配慮をする。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施実 施 予 定取 り 組 み目 標

「世田谷区全図」を色覚障害ホームページ情報を色覚障害ホームページ情報を色覚障害区が発行する印刷物やホーム

者に配慮した色情報で作成者にも見やすいように色使いに者にも見やすいように色使いページ情報、その他の掲示物

（２ 年に１度発行） 配慮する に配慮する などが、色覚障害者に見やす

い色使いとなるよう配慮する。

区としての「色使いの指針」を 「世田谷区全図」を色覚障害

まとめる 者に配慮した色情報で作成（２

年に１度発行） 

事 業 番 号 ５４０８  

事 業 名 所 管 課


「区議会だより」カセットテープ版の作成、配付委託 
 区議会事務局

事 業 の 方 針 等

視覚障害者に対し、区議会の活動情報を、通常の広報紙とは別にカセットテープにより提供する。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

・年4 回作成 ・同規模・同方法で事業を継続・同規模・同方法で事業を継続視覚障害者に区議会の活動

作成済み分合計 498 セット する。 する予定。 情報をより分かりやすく伝え

・点字版、デイジー版など、カ・点字版、デイジー版など、カ・視覚障害者に区議会の活動る。

セットテープ版以外の情報提 セットテープ版以外の情報提 情報をより分かりやすく伝え

供方法について調査、研究 供方法について研究する。 る。 

する
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事 業 番 号 ５４０９  

事 業 名 所 管 課

区議会ホームページの設置（区議会広報活動） 区議会事務局

事 業 の 方 針 等

平成12 年 5 月に開設した区議会ホームページを､音声読み上げソフトに対応したものとし､視覚障害者に音声で区議会の活

動情報を提供する。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

継続 継続 継続 継続 

事 業 番 号 ５４１０  

事 業 名 所 管 課


消費生活情報の提供
 生活文化部消費生活課 

事 業 の 方 針 等

消費生活情報の提供､消費者被害の未然防止及び主体的･合理的消費生活の促進を図るため､区のホームページで 

映像と音声による情報提供を行う。また東京都の『障害者のための情報提供』事業により定期的に配布される録音 

テープ版による『くらしねっと』の貸出を行う

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施実 施 予 定取 り 組 み目 標

・ホームページ 継続 継続 継続

映像音声による悪質商法対策の情

報提供 


・ エフエム世田谷

ラジオ放送による悪質商法対策の

情報提供 

・「くらしねっと」録音テープの

貸出 
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事 業 番 号 ５５０１  

事 業 名 所 管 課


障害者週間記念事業 
 保健福祉部保健福祉活動推進課 

事 業 の 方 針 等

障害者週間（12 月３日～９ 日）を記念して､区長表彰､フェスタや作品展を行うことにより、広く障害者団体活動の普及啓発を

図り、一般参加者との交流の場の提供をする｡ 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

区民ふれあいフェスタʼ０５ １２月４区民ふれあいフェスタʼ０６ １２ 月３18 年度までの取り組みを踏まえ検討事業の検討結果を出す

日（日） 日（日）

区長表彰、記念コンサート、地域 区長表彰、記念コンサート、地域

活動団体等による演舞・出店 
 活動団体等による演舞・出店 

作品展 １１ 月21 日（月）～２５ 日（ 金） 作品展 １１ 月2０ 日（月）～２４ 日（ 金）

１１月２９ 日（ 火） ～１２月４ 日 １１月２８ 日（ 火） ～１２月３日

（日） 
 （日） 

（１１月２３日、12月３日除く） 
 （１１月２２日、１２月２日除く） 

事 業 番 号 ５５０２  

事 業 名 所 管 課


施設における地域交流の促進 
 在宅サービス部施設サービス課 

事 業 の 方 針 等

障害者施設に対する地域住民の理解を深め､地域に親しまれる施設づくり等を目的として､施設まつり､作品展の開催､地域

事業へ参加するなど地域住民との交流の促進を図る｡

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

施設まつり 25 施設で実施 継続 継続 充実 

梅もぎ教室 

19 施設学校等 547 人 

駒澤大学ブラスバンド演奏会

ふれあいコンサート参加 
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事 業 番 号 ５５０３  

事 業 名 所 管 課


雑居まつり・ふるさと区民まつり 
 生活文化部区民健康村・ふるさと交流課

事 業 の 方 針 等

区民のボランティア活動と福祉への理解を促進するために、障害者を含めた地域住民の連帯による雑居まつりを支援する。

また、ふるさと区民まつりに福祉関係団体が参加しやすいように配慮する。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施実 施 予 定取 り 組 み目 標

第３０ 回雑居まつり 第３１ 回雑居まつり 引き続き、「世田谷区のさま 同左 

参加団体    １０１ 団体
 参加団体    １０１ 団体 ざまな団体・グループが集い、

第２８ 回区民まつり 第２９ 回区民まつり 区民との出会い・ふれあい・語

参加福祉団体 １４ 団体 
 参加福祉団体 １４ 団体 り合いを広げる」ことや、団体相

互の交流のきっかけ作りの場と

して定着を図る。 

事 業 番 号 ５５０４ 

事 業 名 所 管 課


障害者福祉団体バス派遣
 保健福祉部保健福祉活動推進課 

事 業 の 方 針 等

個人で参加しづらい場所や宿泊先等を利用して研修会や家族相互の親睦会等社会参加を支援する。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施実 施 予 定取 り 組 み目 標

申請により１５団体実施予定 申請により１５団体実施予定 18 年度の実績、補助金のあり事業の検討結果を出す。

派遣予定 38 台（トラック 2 台含派遣予定２８台（トラック 2 台含方等を踏まえ見直しの方向で

む） む） 検討する。 

（片送り片迎えは日帰り 2 台と （片送り片迎えは日帰り 2 台と

する） する） 

各団体の状況に応じ見直し検

討。 
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事 業 番 号 ５５０５  

事 業 名 所 管 課


国際交流・協力の促進 
 生活文化部文化・国際・男女共同参画課 

事 業 の 方 針 等

区民の自主的な国際交流活動の支援や、姉妹都市を中心とする諸都市との相互交流の充実を図るとともに、海外からの研

修生の受け入れなど、国際協力の促進に努める。 

平 成 １ ７ 年 度平 成 １ ８ 年 度平 成 １ ９ ～ ２ １ 年 度平 成 ２ １ 年 度

実 施 実 施 予 定取 り 組 み目 標

・姉妹都市等との交流の充実 ・姉妹都市等との交流の充実 平成19 年度：バンバリー市姉妹 姉妹都市交流を通じて、区民

① カナダ・ウィニペグ市姉妹都市 ① バンバリー市小学生親善訪問団 都市提携15 周年 と相手国の市民との交流を活

提携35 周年記念親善訪問 受け入れ 平成20 年度：ドゥブリング区姉妹 発なものにする 

② 世田谷区中学生親善訪問団 都市提携25 周年

ウィニペグ市派遣 
 平成19 年度・21 年度 世田谷区

③ ウィニペグ市中学生親善訪問団 ウィニペグ市中学生訪問団相互訪問 

受け入れ
 毎年： バンバリー市小学生親善訪問

④ バンバリー市小学生親善訪問団 団受け入れ

受け入れ

⑤ ウィニペグ市長世田谷区訪問

受け入れ

・外国語版便利帳ホームページ化
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